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５．研究計画の概要 

断層の表層部（地表～深さ数百 m）の構造は、地形踏査・ボーリング調査など地形・地質学的手法

を、震源断層周辺（深さ数 km～20km 程度）の構造は、震源分布など地震学的手法を用いた研究が進

んでいる．両者がカバーしていない深度に対しては，大深度の反射地震法や超大深度ボーリング法に

よる研究が進んでいる．しかし、前者は、西南日本に多く分布し，横ずれが卓越する活断層や明瞭な

反射面が得られない活断層には適用が難しい．このような条件での探査には，地磁気地電流法

（Magnetotelluric 法；MT 法）が有効である．  

 申請者らは，西南日本を代表する横ずれ断層である山崎断層系において MT 法，その中でも，深さ

数 km までの，比較的浅部の探査に適した Audio-frequency Magnetotelluric 法（AMT 法）を用いて

は，この断層系の地下構造を明らかにしてきた．そして，山崎断層系を構成する主要な断層セグメン

ト（主部北西部と主部南東部）に共通して，特徴的な低比抵抗領域が認められるが，その存在位置が

主部北西部では地表地震断層トレースの南側に、主部東南部では北側に存在すること，すなわち，断

層セグメントによって異なることを見いだした．このような差異と，これまでの，断層の地表形態・

活動度の違い基づいて区分されてきた断層セグメント区分との関係を明らかにすることによって，地

震発生時の断層セグメント間の破壊連動性に対する新しい観点からの考察が可能になろう． 

本研究では，山崎断層系主部東南部を構成する琵琶甲断層において，既に得られている比抵抗モデ

ルの高精度化を図る．そのために、既存の測線上で，先行する観測点を補うように観測点を設け，両

観測データを統合して、詳細な２次元比抵抗構造モデルを構築する．このモデルと山崎断層系主部北

西部の比抵抗モデルとを比較検討することから，目的を達成する． 



６．研究成果の概要（図を含めて１頁で記入してください。） 
キーワード（3~ 5 程度）：琵琶甲断層, 山崎断層帯, 活断層, 電気比抵抗構造, 地磁気地電流法 

 

観 測 

トレンチ調査(産業技術総合研究所, 2013) が行われた兵庫県加西

市琵琶甲町を中心として，琵琶甲断層と直交する長さ約 8km の測

線を設定し，その測線に沿う 9 地点で観測を行った（第１図：図中

の青丸は先行研究の，赤丸は本研究の観測点を示す）． 

MT 応答関数の算出にRemote reference 法 (Gamble et al., 1978) 
を用いるため，測線北端から約15km離れ，人工的電磁気ノイズの少

ない場所に磁場参照点を設けた．各観測点では，電場水平2成分と磁

場3成分の測定を行った．昼間に観測機器を設置し，夜間に測定を行

った． 

解 析 

電場，磁場のそれぞれ水平2成分のデータを元に，Remote reference 法に基づいて，MT 応答関数

を算出した．次に，Phase tensor法 (Caldwell et al., 2004) を用いて比抵抗構造の次元と走向を求め

た．本研究の観測結果（9点）と先行する研究の観測結果（8点）を元に,Akaike’s Bayesian Information 

Criterion (ABIC) による平滑化拘束付き2次元比抵抗インバージョンコード (Ogawa and Uchida, 
1996) を用いて，2次元比抵抗モデルを求めた．第２図に新しく得られたモデル（BWK_1；上図）

と，先行研究で得られているモデル（BWK_0；下図）を示す． 

結 果 

既存のモデル（BWK_0）よりも，解像度の高いモデル（BWK_1）

を得た．特に，BWK_0を特徴づける低比抵抗領域Caの広がりや

形状が明確になった． 

BWK_1の顕著な特徴として，次の3点が挙げられる． 

(1) 断層地表トレースの北東側が，広く低比抵抗である． 

(2) 顕著な低比抵抗領域(C3)は，琵琶甲断層西セグメントの地表

トレース（観測点150）と東セグメントの延長部（観測点130

付近）との間に位置する． 

(3) 低比抵抗領域C3の南西端は，断層地表トレースのほぼ直下に

位置する． 

考 察 

琵琶甲断層の傾斜は，少なくとも地表近傍ではほぼ垂直（地震

調査委員会,2013）であるので，R1とC3の比抵抗境界は地下の断

層面を示すと解釈した．断層北側を広く低比抵抗にする説明の1

つとして，琵琶甲断層の断層面で，不透水である断層粘土層が発

達し，大局的な地形で支配される北から南への地下水の流れをせ

き止めたことが挙げられる．さらに，本断層系は左横ずれである

ので，東西セグメント間のうちの西セグメント北東部は引張場と

なる．ここに破砕域が発達し，特に顕著な低比抵抗領域を形成し

たと解釈した． 

第 1 図 観測点分布 

黒矢印は断層運動の方向を示す 

第２図 琵琶甲断層の２次元比抵抗モデル 

上図は本研究で得られたモデル(BWK_1)を，下図

は先行研究（東川他，2014）で得られているモデ

ル(BWK_0)を示す． 
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